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月
分
譲
予
定
|

片
貝
川
右
岸
の
国
道

8
号
線
沿
い
に
造
成
中
の
「
川
の
瀬
団
地
」
で
は
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

。
来
年
は
新
し
い
家
を
。
と
ご
計
画
の
皆
さ
ん
、
豊
か
な
緑
と
整
備
さ
れ
た
環
境
の
「
川
の
瀬
団

地
」
へ
ど
う
ぞ
。

③
雇
用
促
進
住
宅
八

O
戸

(
六

，
四
年
四
月
入
居
開
始

予
定
)

2

利
便
施
設

①
道
路
全
面
舗
装

ご

部
歩
道
有

六

・
0
m
l
一
二

・
O
m
)

②
上
水
道
(
魚
津
市
上
水
道
)

③
下
水
道

・
汚
水

(魚
津
市

公
共
下
水
道
)

④
公
園

(三
か
所
)
・
緑
地

⑤
集
会
場

(一

か
所
)

詳
し
く
は
市
役
所
開
発
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

E
n
|
2
2
0
0
内
線
引

団
地
の
概
要

l

計
画
戸
数

①
宅
地
分
譲
約
一五

O
戸
(平
均

u

二
七
0.町
、
約
八

O
坪
)

②
市
営
住
宅
六
四
戸
(
六
四
年

四
月
入
居
開
始
予
定

二
四
戸
)「

促進住宅建設工事雇用

下水浄化施設建設工事

区画計画平面図
(実施段階で変更になることもあります。)



⑥
わ
た
る
前
に

必
す
右
・
左
・
右

放す会国交通安全運 9月21日(日vぷ 日決)
安全はあなだがまもるあなたがつくる
交通安全“ことぶき"県民運動実施中

② 
忘夜
れの
す外

遷儲から 震出
ご材
⑧ 

一 ~ 0 13¥よ危
IIFヲ~ c>..~ らつ険
L血品。~、つぱ、、よ
! 一一『半了気￥之、向きら善意
〔万お~.-立吋J 歩い?
にノ一一℃ノ e 、きの f

⑨ 

左時
右{亭
の広
確で
偲

⑩ 
フ
反イ
き射ト
れ器忘
いもれ
lこす

昭和63年9月

【スローガン】

広報うおづ(3) 

市

職

貝

魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

O
採
用
予
定
人
員

上

級

一

般

事
務
:
:
:
6
名
程
度

上

級

一

般

技

術

:
:
:
4
名
程
度

初

級

保

健

婦

:
:
:
若

干

名

O
受
験
資
格

一
般
事
務

(

上

級

)

昭
和
ぬ
年

4
月

2
日
か
ら
昭
和
位

年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
魚

津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。

一
般
技
術
(
上
級
)

昭
和
泊
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
必

年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
魚

市

職

員

の

異

動

市
で
は
、

8
月

1
日
付
け
で
次
の

と
お
り
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

じ
川
字
本

〈部
長
級
〉

マ
総
務
部
長

マ
民
生
経
済
部
長

マ
議
会
事
務
局
長

〈
課
長
級
〉

マ
企
画
広
報
室
長

マ
商
工
観
光
課
長

マ
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
所
長

氏
窪平石
田野浦

四
十
崎
慶
之

加

藤

正

後
藤

名義一利
久夫雄

回
収
ム
ロ

hH
H
P
-
V
1
 

採

試

験

用

津
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
。
な
お

職
種
は
土
木

・
建
築

・電
気
と
す
る
。

初

級

保

健

婦

昭
和
引
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
必

年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で

魚
津
市
内
に
住
所
を
有
し
、
保
健
婦

の
免
許
を
有
す
る
者
。

O
試
験
日

叩
月
幻
自
(
日
)

O
会
場
富
山
市
下
飯
野
荒
田

六

ー

一

県

立

富

山
東
高
等
学
校

O
申
込
期
間
昭
和
臼
年
9
月

5
日

か
ら

9
月
行
日
ま
で

(
郵
送
の
場

合
は
当
日
消
印
有
効
)

O
申
込
先
市
役
所
総
務
課
職
員
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

m

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨

・
証
券
な
ど
を
返
し
ま
す
。

終
戦
後
外
地
か
ら
引
揚
て
こ
ら
れ

た
方
が
、
上
陸
港
の
税
関

・
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・
証
券
な
ど
、

あ
る
い
は
外
地
の
集
結
地
で
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど
で

日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。
家
族
の
方
で
も
受

付
け
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
方
は

左
記
ま
で
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

伏
木
税
関
支
署
富
山
出
張
所

干
肌
富
山
市
東
岩
瀬
海
岸
通
口
番

地
の

2
(
富
山
港
湾
合
同
庁
舎
)

8
0
7
6
4
|
幻
1
9
8
9
5
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gjgj恒三若者がねらわれています/

0ちょっと名前を貸してと刺まれ……

自転車、電気製品のクレジ ット契約者となる。

0路上で声をかけられ 喫茶庖に誘われ……

化粧品、レジャー会員券を買わされる。

多重ミ
て一一ノ

"¥ 'Ij】

旦
呈

器

の

検

対c
Ja. 

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
日
年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
営
業
用
な
ど
に
「
は
か
り
」
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
近
く
の

検
査
場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

22 9 21 9 20 9 19 9 
(本)日 月 (水)日月 (刈白川 ()J)日月

と

午後 ~ 午前 午後 午前 午後 ~ 午前 午後 ~ 前午
、ミ.皇3 10 3 10 3 10 3 10 

11寺 H寺 11寺 H寺 H寺 時 時 11寺

市魚ì~Þ-: ホ 青 勤労 公大 所 所在の 計量器
検査場E汗民主£ヱ主』主

|少 民 町

ム年 自官 士暴 σ〉

部地区 大本
村木士区他

大
松2下2上2 検査町江

町地区の及
地区

一 び

5 10 4 10 3 10 
(ボ)日月 (刈 日月 ()J)日月

と

午後 ~ 午前 午後 午前 午後 午後
正 午前

3 10 3 10 3 l 10 、4・皇』

時 時 時 H寺 時 時 午 H寺

市
場所 所在の 計量器 場所 所在の 計量器

公経
検査

f支 民 国

所 σ3 グ〉 能 場所

加積3区也 下道
方貝天布施西

の公 車主
検査

地 -神 -部a 機ご関住 回
区上 ・

地区 地区野片 ・

新
規
の
「
は
か
り
」
・廃
止
の
「
は
か
り
」
は
、

内
線
叩
)
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
富
山
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
」

雇
用
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
を
目

ざ
し
て
、
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

O
従
業
員
の
採
用
か
ら
退
職
に
い
た

る
雇
用
管
理
の
相
談

。
従
業
員
の
職
業
能
力
の
開
発
向
上

に
つ
い
て
の
相
談

。
就
職
や
転
勤
な
ど
に
よ
る
雇
用
促

進
住
宅
の
入
退
居
業
務

O
従
業
員
用
社
宅
や
福
祉
施
設
に
つ

い
て
の
雇
用
促
進
融
資
及
び
勤
労

者
財
産
形
成
に
つ
い
て
の
相
談

商
工
観
光
課
(
岱
②

2
2
0
0

四
国
同
功
例

i
Y
M
d

O
建
設
労
働
者
の
雇
用
改
善
を
図
る

た
め
の
相
談
と
各
種
助
成
金
支
給

O
求
職
者
の
職
業
選
択
と
再
就
職
促

進
の
た
め
の
相
談

O
広
域
就
職
に
関
す
る
情
報
の
収
集

と
提
供

雇
用
促
進
事
業
団

富
山
一雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

富
山
市
安
住
町

7
l
m

8
0
7
6
4
I
MM
I
-
-
7
8
 

色第

出準品
展蘭じ

企エ?
業フ〈と
募ェヒ
集ァ CL
'88 

日
月
日
日
出

・
日
日
制
の

2

日
間
に
わ
た
り
、
魚
津
市
総
合

体
育
館
に
お
い
て
「
第
2
回
じ

ゃ
ん
と
こ
い
魚
津
商
工
フ
ェ
ア

邸
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

そ
の
参
加
出
展
企
業
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ
る

っ
て
ご
参
加
ご
出
展
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
主

催

魚

津

市

魚
津
商
工
会
議
所

O
主
管
魚
津
商
工
フ
ェ
ア
実

戸村
山
釆
一
宮
ロ
貝
ム
広

O
会

期

叩

月

日

日

ω

午
前
日
時
1
午
後
7
時

日
月
日
日
間

午
前
日
時
l
午
後
6
時

O
会
場
魚
津
市
総
合
体
育
館

。
小
間
料基
本
小
間

ニ
五、
0
0
0
円

即
売
小
聞

き
、0
8

円

テ
ン
ト
(屋
外
)
ニ
ロ
、
c
c
c
円

。
申
込
み
期
日

別
紙
参
加
申
込
書
に
ご
記

入
の
上
、

9
月
叩
日
出
ま

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

O
申
込
み
先

魚
津
市
上
村
木
l
lm
t初

魚
津
商
工
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会

E
n
-
-
2
0
0



意欲のある高齢者の方へ健康で働く

昭和63年 9月広報うあ、づ(5) 

あなたも会員になりませんか
魚津市シルバー人材センタ-

人
材
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み

会
員
募
集
中
/

タ鑑 公とてて きのい的民 わ助 す主い員とた き的社と
|を申平条お希入まあと ・ で れと運 。とたにし健定れと会生当
事持込に件け望会する望短、原て会営 すだなて康年たしのきセ
務つみ配にばす時 。人ん期就則い員は るくつ 60で退公て発がン
局ては分該、るに なで的戦とまの、 会 、て歳働職益、展いタ
へ、、し当事仕 、 らいなはしす会国 員請も以くし団昭にを|
おシ年ます務事経 、る仕望て 。費 ・ 組負ら上意た体和寄求は
いル会す る 局や験 い健事ま 60 で県 織いつの欲りで 63与め
でパ費 。会で日と つ康なな歳 、. のとて市の家す年すて高
< I六 員仕数技 ででらい以 自市 社人仕民あ業 。 7 る働齢
だ 人 百 に事を能 も働しが上 主か 団材事のるを 月こき者
さ材円 仕の登に 入くて、の 的ら 法派を人 、引 にと 、が

いセと 事内録応 会意み臨魚 にの 人遣しに原退 設を地健
。ン 印 を容しじ で欲た時津 行補 でをて会則し 立目域康

市

続必業た 付に 事職
申き要所め仕け、臨に、ー

込がなに雇事ま定時応家般
み省社と用はす期的じ庭事
はけ会つ関請 。的 ・ てサ務
、ま保て係負 ・ 短い |か
電す険はがい 継期まビら
話 。な、あと 続的すス単
で ど雇りし 的な 。ま純
お の用まて な仕 で作
気 費すせ契 仕事 幅業
軽用るん約事を 広
にや際 。す も中 い技
。 手に事る 受心 仕能

気
軽
に
仕
事
の
依
頼
を

-事務局業務時間

午前8時30分から午後 5時まで

(土曜日は午後0時30分まで)

日曜 ・祝日は体み

・連絡及び間合わせ先

干937魚津市大光寺321

社団法人魚津市シルバー人材センター

ft22-5326 

l-一考fjjjj!!!!!!!JJJ1福¥平木村
地域社会への老人の積極的な参加の促進、連帯の強

化などを目ざして、老人福祉大会が開催されます。

9月13日(火) 午後1時30分

魚津市民会館

き

oとニろ

0と

「
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
に

新

し

い

送

迎

用

市
で
は
、
在
宅
で
の
入
浴
等

が
困
難
な
お
年
寄
に
対
し
て
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
を
行

っ
て
い

る
「
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
の
送
迎
用
パ
ス
を
更
新
し

ま
し
た
。
以
前
よ
り
も
乗
り
ご

こ
ち
が
良
く
な
り
、
乗
車
定
員

も
増
え
ま
し
た
。

コ
ア
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
の
利
用
料
金
は
、
昼
食

・

入
浴
等
を
含
め
一
日
側
円
で
す
。

申
込
先
市
社
会
福
祉
課

程
幻

|
2
2
0
0

内
線
問

ノて

ス
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楽
し

本
当
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
方
の
た
め
の

英
会
話
教
室

日
年

9
月
辺
日

i
M
年
3
月
お
日
の
毎
週
木
曜
日

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

郵
船
蜘
典
子
先
生
(
慶
応
大
学
卒
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

・
ニュ

l
カ
ッ
ス
ル
大
学
一
年
在
学
中
)

マ
講
習
内
容

・
受
講
料
及
び
定
員

ω一
般

・
高

校

生

以

上

初

級

1
中
級
程
度
。
旅
行
会
話

・

日

常

会

話

月

額

六

、
0
0
0
円

初

名

ω中
学
生
教
科
書
程
度
の
会
話
月
額
五
、

0
0
0円
初

名

ω小
学
生
・子

供

英

語

カ
l
ド
ゲ
ー
ム

・歌
・あ
い
さ
つ

・会
話

月
額
四
、
五

O
O
円

初

名

※

9
月
は
講
習
日

2
回
の
た
め
、
受
講
料
は
半
額
に
な
り
ま
す
。

マ
受
講
時
間

ω一
般
・高

校

生

以

上

午

後

7
時

1

8
時

ω中
学

生

午

後

6
時

1

7
時

ω小
学
生
・子

供

午

後

5
時
i

6
時

マ
申
込
受
付
随
時

申
込
み

・
間
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

マ
と
マ
と

こ
ろ

マ

講

師
き

B
M
|
9
5
7
9
 

ワ
ー
プ
ロ
教
室
中
級

3
日
間
コ

l
ス

マ
期

9
月
初
日
(火
)
1
n
日
(
木
)

口
時
初
分

1
m時
初
分

九、

0
0
0
円

(一

日
に
つ
き
三
、
0
0
0円
)

同
名

問

マ
受
講
料

マ
{疋
ロ
貝

第
ロ
回
老
人
趣
味
の
手
造
り
展

老
人
の
方
が
た
が
、
日
ご
ろ
か
ら

丹
誠
こ
め
て
作
り
あ
げ
た
作
品
を

一

堂
に
展
示
公
開
す
る
趣
味
の
手
造
り

展
を
開
催
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
陶
芸

・
華
道

・
手
芸

・

水
墨
画

・
書

・
絵
画

・
写
真
な
ど
の

作
品
展
示
の
ほ
か
、
即
売
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ま
す
。F-4司.悶1-1-

1‘ γペ匂.... 
邑孟ーー一孟面

， 

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

マ
と
き

9
月
却
日
(木
)
j

叩
月

4
日
(
火
)

ユ
ニ

l
魚
津
脂

イ
ベ
ン
ト
ハ
ウ
ス

マ
と

こ
ろ

テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
大
学
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

ー
高
岡
短
期
大
学

|

〈
〉
テ
ー

マ

工

芸
の
世
界

銅
器

・
漆
器
を
中
心
に
工
芸
産

業
の
変
選
を
紹
介
し
、
問
題
点

と
将
来
展
望
に
つ
い
て
考
え
る
。

〈
〉
放
送
日
時

叩
月

IH--月
初

日
の
聞
の

9
回

毎

週

土

曜

日

午
前

7
時

i

7
時
加
分

〈〉
講
師
横
山
学
長
ほ
か

4
教
授

〈〉
放
送
局
北
日
本
放
送

〈
〉
資
格
テ
キ
ス
ト
の
購
入
、
ス
ク

ー
リ

ン
グ
に
出
席
、

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
応
じ
る
こ
と
の
で
き

る
人

〈〉
愛

講

料

無

料

た

だ

し

、
テ
キ

ス
ト
は
実
費
頒
布

〈〉
申
込
み
期
限

9
月

8
日
(
木
)

〈〉
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

国
立
高
岡
短
期
大
学
開
放
セ
ン

タ

ー

(
干
問
高
岡
市
二
上
町
間

8
0
7
6
6
|
お
|
8
4
1
4 第 8 回魚津市多多多~

. 心身障害者運動会

0とき

昭和63年

9月4日(日)

午前10時

0ところ

魚津市

総合体育館

ラミ パフ新I川区也 第 " 滋舞ーιl、l 第
映霊 8会ま4 

コ シ 森公回
第

催物名
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ジプテ tこカ ト|アー& 
ユ ・ イ "ン
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8
月
4
日
か
ら

4
日
間

に
わ
た
っ
て
炎
天
下
に
熱

戦
を
繰
広
げ
た
全
国
大
学

女
子
軟
式
野
球
大
会
は
、

富
山
女
子
短
大
が
優
勝
、

洗
足
学
園
魚
津
短
大
は

2

回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
友
好
親
善
都
市

の
井
原
市
か
ら
児
童
が
魚

津
を
訪
れ
、
市
内
の
児
童

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ービ日

クコ

友好親善都市

井原市児童来市

第2回全国
大学女子軟式野球大会

昭和63年 9月広報うあ、づ(7) 

つ

魚津まつり開幕

ち，
‘ー一"

、
〉 司仇

(第19回
第
日
回
を
迎
え
た
魚
津
ま
つ
り
は
、

3
日
間
に
わ
た
っ
て
趣
向
を
こ
ら
し

た
催
物
で
賑
わ
い
、
市
内
は
祭
り
気

分
一
色
と
な
り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
行
事
の
た
て
も
ん
祭
り
に

は
、
魚
津
港
の
花
火
が
彩
を
そ
え
、

蝶
六
踊
り
街
流
し
に
は
、
井
原
市
の

児
童
も
飛
入
り
参
加
す
る
な
ど
、
な

ご
や
か
に
踊
り
お
さ
め
ま
し
た
。



昭和63年 9月 広報うおづ (8)

最 冒
-...~芹己_. ・ぃ 白向、 L主;:-:::-..:;
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- ~ 与.:6-'-三三ー-
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(9)広報うおづ 昭和63年 9月

千光寺千手観世音菩薩
33年目の本開帳

施餓鬼法要 獅子舞



。。

み
ん
砲
の
ま
.
漏

E
V

広報うおづ

コ 走
る
こ
と
を
愛
す
る
者
が
集
い

、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走
り
、

楽
し
み
な
が
ら
体
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
走
ろ
う
会
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

.

マ
と
き
日
月
刊
日
(
体
育
の
日

)

E
iペ
相
以
M
U

・
受

付

午

前

9
時
i

b
涜
/ど
の

t

・
ス
タ
ー
ト
午
前
叩
時

品
目

J
d
a
z

マ
集
合
場
所
吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド

ち

設

五

叫

マ
種
目

・
A
コ
|
ス

5Ma
・r-

，buγ
…
j

-
B
コ
l
ス

日

同

の

部

E

F

M

!

マ
参
加
資
格
年
齢

・
性
別
を
問
わ
ず
、

健
康
で
、

A
コ
ー
ス
日
分
以
内
、

B

コ
ー
ス
卯
分
以
内
で
走
れ
る
方
に
限

.. 伽
ir--r

り
ま
す
。

マ
参
加
料
問
円
(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険

料
ほ
か
)

マ
申
込
締
切
叩
月
4
日
(
火
)

マ
申
込
先
市
総
合
体
育
館
E
n
-
-
1
2
6
3
 

コ
ー
ス
図
に
従
っ
て
課
題
を
解
決

し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
歩
き
、
得
点

を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

マ
と
き

9
月
日
日
(
日
)

雨
天
決
行

日
時
∞
分
受
付
開
始

日
時
初
分
開
会
式

日
時
印
分

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

マ
と
こ
ろ
太
閤
山
ラ
ン

ド
(
小
杉
町
黒
河
)

マ
参
加
者
お
歳
未
満
の

勤
労
青
少
年
等
別
名

マ

参

加

費

無

料

マ
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

富
山
婦
人
少
年
室

宮

0
7
6
4
l
n
l
2
7
4
0

※
雨
具

・
筆
記
具
を
特
参

の
こ
と
。

昭和63年9月

ス図

…………………………………
第
一…純
一題
懇
濃
緑
寮
決
議
議
集
………………………………………………

津
市
か
ら
げ
種
目
制
人
が
出
場
し
、

敢
闘
よ
く
一
般

・
中
学
と
も
に
見
事

総
合
6
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
般
・
中
学
と
も
総
合

6
位
入
賞

8
月
6
日
か
ら
3
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
た
県
民
体
育
大
会
に
、
魚

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学
二
年

岡

田

麻

美

子

国県
体体
選弓
手逗
lこσ〉
選音p
lまぶ
ナ11定

時
と

一寸| 警察署・11一一一

私
の
優
勝
が
決
定
し
た
そ
の
瞬
間

は
、
う
れ
し
さ
と
同
時
に
信
じ
ら
れ

な
い
、
と
い
っ
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
け
れ
ど
も
今
、
賞
状
を

自
の
前
に
、
試
合
の
光
景
を
一
つ
一

つ
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
し
だ
い

に
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

遠
的
の
部
の
優
勝
決
定
戦
に
私
を

含
む
二
人
だ
け
が
残
っ
た
と
き
、
か
よ

し
、
自
分
を
信
じ
て
み
よ
う
。
今
ま

で
の
練
習
で
覚
え
た
狙
い
所
と
、
弓

手
の
押
し
を
確
実
に
守
れ
ば
、
的
に

向
か
っ
て
矢
が
ス

ッ
と
伸
び
て
く
れ

る
は
ず
だ
か
ら
。
と
気
持
ち
を
落
ち

着
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
事
が
、
良
い

結
果
に
結
び
付
い
た
よ
う
で
す
。

私
は
、
弓
道
を
始
め
て
今
年
で
五

年
目
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の

で
す
が
、
大
切
な
事
は
、
常
に
克
己

心
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。
習
い
始
め
の
頃

は
、
素
直
な
気
持
ち
で
射
位
に
立
つ

事
が
出
来
た
の
に
、
当
た
り
始
め
る

と
欲
が
出
て
き
て
、
精
神
の
統
一
を

乱
す
雑
念
に
悩
ま
さ
れ
る
事
が
し
ば

し
ば
で
す
。
し
か
し
、
遠
的
の
部
で

的
だ
け
に
集
中
し
て
、
伸
び
伸
び
と

引
く
事
が
出
来
た
、
そ
の
よ
う
な
点

で
は
、
自
分
の
弱
さ
に
少
し
で
も
勝

つ
事
が
出
来
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
初
心
を
忘
れ
ず
、

大
会
で
は
平
常
な
気
持
ち
で
挑
め
る

事
を
目
標
と
し
ま
す
。

そ
し
て
普
段

の
練
習
で
は
、
も
っ
と
気
合
い
を
入

れ
て
、
一
射
一
射
を
大
切
に
し
ま
す
。

ま
た
、
上
達
す
る
に
は
指
導
者
か
ら

教
わ
っ
た
事
を
、
素
直
に
受
け
入
れ

る
事
が
最
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま

す
。

一
度
、
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
た

悪
い
癖
を
、
す
ぐ
に
矯
正
す
る
の
は

難
し
い
で
す
が
、
指
摘
さ
れ
た
事
は
、

少
し
ず
つ
で
も
直
す
事
が
出
来
る
よ

う
に
、
今
以
上
に
努
力
し
て
い
こ
う
、

と
思
い
ま
す
。



も
め
た
ぷ
た

ι
U内」

心
に
刻
も
う
確
か
な
一
冊
⑥

新
し
い
本

昭和63年 9月

〈

一

般

書

〉

ニ
ュ
ー
ス
へ
の
挑
戦

木
村

朝
鮮
王
朝
最
後
の
皇
太
子
妃
本
田

聞
い
て
極
楽
史
談
百
話綱

淵

謙

錠

待
っ
て
ま
し
た
定
年

加

藤

仁

映
画
千
夜
一
夜

淀

川

長

治

怒
る
楽
し
み
ベ
ス
ト
・
コ
ラ
ム
特

R
・
ベ
イ
カ
ー

じ
ゃ
が
い
も
父
さ
ん
宇
野
重
吉
一

座
最
後
の
旅
日
記

日
色
と
も
ゑ

ウ
ォ

l
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
風

寺

沢

芳

男

邸
韓
国
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集

交
通
公
社
編

目
利
き

・
味
聞
き
に
く
・
た
ま
ご
の

本

講
談
社
編

オ
ト
コ
社
会
解
体
中

堤

江

実

〈
文
学

・
小
説
〉

浅
酌
歌
仙

石
川

ぽ
く
の
裏
町
ぶ
ら
ぶ
ら
日
記

太
郎

節
子

広報うおづ。1)

滝

田

ゅ

う

雪
月
花
の
時

山

本

健

吉

ド
ク
タ
ー
-
ヘ
リ
オ
ッ
ト
の
愛
犬
物

語

J

・
へ
リ
オ

ッ
ト

闘
う
経
営
者

高

杉

良

帰
艦
セ
ズ

吉

村

昭

奇
妙
な
味
の
物
語

五

木

寛

之

あ
れ
は
ブ
ロ

l
ニ
ュ
の
森笹

沢

左

保

伝
説
な
き
地

上

下

船

戸

与

一

ベ
ビ

i
ベ
ッ
ド
は
ず
る
休
み
赤
川

次

郎

た
ま
ら
ん
坂

黒

井

千

次

波

ハ

l
フ
・
ウ
ェ
イ

木
崎
さ
と
子

迷
鳥

岩

橋

邦

枝

雲
か
ら
贈
る
死

夏

樹

静

子

悪
魔
の
壁
画

小

林

久

三

大
き
た
魚
の
食
べ
っ
ぷ
り今

江

祥

智

3
冊

2
週
間
ま
で
無
料
で
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

9
月
の
日
曜
開
館

ム惇

会

9
月
日
日

(第

2
日
曜
)

合

9
月
お
日

(第

4
日
曜
)

翌
日
(
月
曜
日
)
は
休
館
で
す
。

織
@
伯
W

潤

富
岡
週
休
館

叩
月
1
日
出

i
m
日
制

本
の
整
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。
な
お
、

9
月
泊
日
闘
は
制

限
な
く
貸
出
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
9
月
初
日
は
月
末
整
理
休

館
日

)

9月のスポーツごよみ
とき 1T 事 ところ

11日(日) 富山県ウーマンフ

ェスティノ〈ルビー

チバレーボール大 総合体育館

会市予選

市産業人卓球大会

クラブ対抗野球
桃山野球場

市予選

17日出 市中学校野球

" 東西対抗戦

第40回四市ニ郡
吉田グラウンド

陸上競技大会

18B(日) 児童ク フブビーチ
総合体育館

バレーボール大会

市スポーツ少年団
桃山野球場

交流野球大会

市連合婦人会

体育大会 総合体育館

25日(日) 県銃剣道大会 " 
市宮武杯野球大会 桃山野球場

図 霊Eヨ童 館 講座

書館い f与 t典E 
合

~ J11 でず

れ魚津市も l 午後 月9 白曹とむ 午後 月9 咽抽p
3 1 28 し 1 14 教
時時日 暮 i時日 室
立 3030休) A.. 4 30 (水)
図分分 時分

l第9岡市ゲートボール大会|

老
人
の
健
康
増
進
と
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
次
の

と
お
り
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

多
数
の
方
が
た
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

マ
と

9
月
幻
日

ω

午
前

9
時

マ
と
こ
ろ
天
神
山
野
球
場

日
月
の
歩
こ
う
会
は
、

同
日
の
日
曜
日
、

パ
ス
で
叫

島
尻
下
車
。
山
越
え
で
大
谷
|
桃
山
運
動
公
園
へ
と
、
一

き
わ
や
か
な
秋
の
野
山
を
約

7

一

〉

一

7

ー

コ

キ

ロ

メ
ー
ト
ル
余
り
歩
き
ま
す
。
一

七
、
主
折
田
伊
阿

参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前

一

J

M

J

吋
雅
弘
誇

7
時

ω分
ま
で
に
、
昼
食
持
参

一

A

F

J

d

v

の
う
え
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
一

d
E
r
m山
防
白
-
ま
り
く
だ
さ
い
。

恒

(交
通
費
は
、
各
自
負
担
。J)

一

目l日
l
l
l
l
1
.
$
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
l
i
l
i
--lL

き

}つ会

大
町
校
下
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」

ウ
オ
l
ク
・
ア
"ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

砂
お
ら
だ
ん
。
の
町
の

史
跡
を
さ
ぐ
ろ
う
/

大
町
区
域
の
史
跡
を
め
ぐ
り
な
が

ら
競
技
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

O
と
き

9
月
お
日
(
日
)
午
前
8
時

O
と
こ
ろ
大
町
公
民
館
前
集
合

O
間
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会
体

育
課
包
②
2
2
0
0
内
線
制
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の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

l

市
内
の
小
学
校
4
年
生
全
員
に

下
水
道
事
業
の
仕
組
み
ゃ
必
要
性

な
ど
を
記
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・

下
敷
を
配
布
し
て
学
習
に
役
立
て

て
も
ら
う
。

鮒
と

2

市
役
所
前
公
園
で
、
下
水
道
事

例

業
促
進
用
横
断
幕
と
標
語
の
立
看

仰
と
こ
ろ

板
を
設
置
す
る
。

3

市
公
報
な
ど
で
下
水
道
事
業
の

県
司

や
必
要
性
を
P
R
す
る
。

登

記

相

O

H

し
ん
き
ろ
う
の
見
え
る
街
H

と

き

魚

津

怖

そ

う

下

水

道

O
愛
さ
れ
る
町
に

と
こ
ろ

し

疋

い

ね

下

水

道

O
下
水
道
き
れ
い
な
町
の

夢
づ
く
り

下
水
道

盆
固
下
水
包
値
笛
デ
ー

9
月
叩
日
(
土
)

下
水
道
は
、
河
川

・
湖
沼

・
海
な

ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、

住
民
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
確
保

す
る
た
め
の
最
低
限
の
保
障
を
す
る

も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
現
実
に
は
下
水
道
整
備

は
非
常
に
お
く
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
魚
津
市
で
は
、
昭

和

ω年
度
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
に

着
手
し
、
現
在
工
事
を
進
め
て
お
り
、

昭
和
侃
年
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
木
下
新
と
東
尾

崎
地
区
の
宅
地
造
成
(
川
の
瀬
団
地
)

に
合
わ
せ
て
、
昨
年
度
か
ら
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
を
施
行
し
、

今
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
工
事

を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

金量L
Wロ

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

9
月
刊
日

の
「
全
国
下
水
道
促
進
デ

l
」
に
合

わ
せ
て
次
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

標
O
子
に
贈
る
大
き
な
遺
産

下水道は、安全で快適な

生活環境確保の担い手です

水質保全

ー もJ
浸水防正

環境保全
弁
護
士
に
よ
る

無

料

法

律

相

談

き

9
月
幻
日
(
火
)

午
後
1
時

1
4
時

魚
津
市
役
所

第

2
会
議
室吾火

員火

日
月
3
日
(
月
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

水洗便所化

とと予

7
つ

とと甲

7〈
J

とと
こ
ろ

とと
こ
ろ

とと
こ
ろ

と
き
と
こ
ろ

行

政

相

吾火
員火

き

毎
月
第
1

・
第
3
木
曜
日

午
後

1
時

1
4
時

市
役
所
市
民
相
談
室

市

号火
員火

民

相

き

毎
日
(
日
曜
・祭
日
は
除
く
)

午
前
9
時
i
午
後
5
時

(土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

市
役
所
市
民
相
談
室

教

~ 
同

相

吾央
日火

き

毎
週
月

・
木
曜
日

午
前
9
時
1
午
後
5
時

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

高
年
齢
者
職
業
相
談

き

毎
日
(
日
曜
・祭
日
は
除
く
)

午
前
9
時
l
午
後
5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相

談
室

内

職

談

相

き

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

市
役
所
商
工
観
光
課
内

人

権

相

吾火
日火

9
月
9
日
(
金
)
午
後
1
時
i
4
時

サ
ン
プ
ラ
ザ

3
階



国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
た

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す。

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
階
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
、
保
険
証
の
更
新
、
一
口
医
学
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

今
使
っ
て
い
る
保
険
証
(
緑
色
)

の
有
効
期
限
は
、
今
月
末
と
な
っ
て

い
ま
す
。

日
月

1
日
か
ら
は
新
し
い

保
険
証
(
オ
レ
ン
ジ
色
を
予
定
)
に

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
は

9
月
末
に
区
長

を
通
じ
て
お
手
元
に
届
け
る
予
定
で

す
。
届
い
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が

な
い
か
よ
く
確
か
め
、
注
意
事
項
も

よ
く
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情

が
な
い
の
に
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

て
、
納
入
に
つ
い
て
誠
意
の
み
ら
れ

な
い
世
帯
に
は
、
保
険
証
の
伐
り
に

「
資
格
証
明
書
」
を
お
渡
し
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納
入
に
つ
い

て
特
段
の
ご
配
慮
を
お
ね
が
い
し
ま

昭和63年 9月広報うおづ(13) 

す
。
「
資
格
証
明
書
」
で
受
診
さ
れ

る
と
、
窓
口
で
い
っ
た
ん
全
額
(
叩

割
)
を
支
払
っ
て
も
ら
い

、
あ
と
で

7
割
分
を
状
況
に
応
じ
て
お
か
え
し

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
白
年
度
国
保
の

区 分 被保険者数 対前年度伸び率

若 人 10，780人 ム 4.59% 

退職者 1，527 4.59 

老 人 2，550 2.91 

言十 14，857 ム 2.49

俳
優
の
森
繁
久
弥
さ
ん
が
激
し
い

腹
痛
を
起
こ
し
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
と

診
断
さ
れ
て
か
ら
、
よ
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
珍
し
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

魚
を
生
食
す
る
習
慣
の
あ
る
日
本

で
は
、
山
中
主
告
は
全
国
に
み
ら
れ
ま
す
。

以
前
は
、
胃
か
い
よ
う
や
虫
垂
炎
な

ど
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ま
は
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー

プ
な
ど
で
虫
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ア
ニ
サ
キ
ス
の
幼
虫
が
胃
や
腸
壁

平
均
加
入
者
・
加
入
世
帯

世帯数 6，121世帯

(対前年度伸び率ム0.18%)

昭
和
臼
年

4
月
か
ら
昭
和
臼
年
3

月
ま
で
の
平
均
は
、
上
の
表
の
と
お

り
で
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
加
入
者
総
数
の

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
中
で
、
退

職
者

(ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
)
と
老

人
が
逆
に
増
え
続
け
て
お
り
、

国
保

加
入
者
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
こ
と
が
明
白
で
す
。

高
齢
者
は
、

一
人
当
た
り
で
若
い

人
の

2
倍
か
ら

5
倍
の
医
療
費
が
か

か
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
国
保

運
営
が
容
易
で
な
い
こ
と
が
お
分
か

り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

世
帯
数
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

表
的
な
魚
は
、
サ
パ
、
タ
ラ
、

ニ
シ

ン
、
イ
カ
、
カ
ツ
オ
、
ア
ジ
な
ど
で

3世代~流ゲートボール大会

国
保
主
催
の
こ
の
大
会

も
今
年
で

5
回
目
を
か
ぞ

え
、
天
候
に
も
め
ぐ

ま
れ
て

7
月

M
日
に

大
町
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
盛
大
に
行
わ

れ
、
小
学
生
か
ら
壮

年
、
婦
人
、高
齢
者
に

い
た
る
人
び
と
が
、
な

ご
や
か
に
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
国
保
制
度

が
で
き
て
か
ら
印
周

年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
に
も
あ
た
っ
て

お
り
、
健
康
の
大
切

さ
を
あ
ら
た
め
て
確

認
す
る
意
義
深
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

す
が
、
自
然
界
の
魚
介
類
は
、
多
く

の
寄
生
虫
を
持
っ
て
い
る
の
が
当
た

り
前
の
姿
で
す
。

い
た
ず
ら
に
恐
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
防
の

た
め
に
は
、
煮
た
り
、
焼
い
た
り
し

て
熱
を
通
す
こ
と
が
い
ち
ば
ん
。
ま

た
マ
イ
ナ
ス
二

O
度
以
下
で
二
四
時

間
以
上
冷
凍
す
る
の
も
よ
く
、
し
め

サ
パ
な
ど
は
、
い
っ
た
ん
冷
凍
し
た

サ
パ
を
使
う
と
安
心
で
す
。

魚
を
生
食
し
た
あ
と
に
症
状
が
出

た
ら
、
そ
の
こ
と
を
必
ず
医
師
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

賞各
1;屯コ

贈 l
らト
れの
ま優
し勝
?こ今

ム

は
敢
闘
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保

〈
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
言
〉

や
さ
し
い
元
気
な
子
に
な
っ
て
、

育
っ
て
く
だ
さ
い
。

9
月
の
休
日
診
療
医

上

村

木

宮

@
5
8
7
8

新

金

屋

宮

@
7
7
7
7

本

江宮

@
5
0
5
4

本

江宮

@
5
0
5
3

浜

経

田

宮

@
5
0
5
2

北

鬼

江

宮

@
0
3
0
1

友

道宮

@
1
3
5
5

け
悶
一
川

山
岸
医
院

11 
日

(11) 

米
沢
医
院

日
日
一

ω
浦
田
病
院

日
日
一
川

浦
田
病
院

お
日
一
樹

江
幡
医
院

川
町
一
川

大
崎
医
院

扇
谷
医
院

新 | i 日|官ぼ|官|官!日 |; ;I~
川!旧w日u幽u日u附u日!日 |蒋
急地| 回|阿|平1 i度|歯引歯千|ク北I~
患区| 阿部|井|辺|科司科代I~ 山
医休|長期間|関|関|駐|関1;語
療日 I -rl -r-I ffil ffil ffil ~ I 国
セ夜|宮薪|宮市1ft蔀|宮蔀|宮部|宮蔀1ft説|
ン間|守山智樹守割守割守剖争到雪E
タ |三丈12品|ヲ百11百15宋loLLilo屯
I I ~ 善I~ 市I~ 市19 市11 尻19 11経
IIIHJ16 "'17 14 13 ~Il 19新

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日
・
祝
日

午
後
7
時
1
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

宮

@
0
7
3
1 ※診療時間は、いずれも

午前 9時から午後 5時

まで。

内 ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
母 親 学 級 妊婦とその家族 9月30日ω 9:30-16:00 --------------------------・ー・ーー'昼食をご持参ください。

4か月児健診
9月8日(木) 13: 00-13: 30 

4か月児
9月22日(柑 魚/It市健康センター13 : 00 -13 : 30 (ソベルクリン反応検指

8か月児健診 8か月児 9月7日(7}¥) 13 :00-14 :00 
..，ー-ーー+ を併せて行L、ます。

離乳食講習会 8か月児 9月9日ω13: 00-15:00 ..-ー争
椀券を発行します。

1歳6か月児健診 62年 2月生まれの児 9月20日(火)
l事Iブラシとタオルを持

13:00-14:00 参くださし、。

股関節脱臼検診 3か月児 9月 1日(柑 13:00-13: 30 

3歳児健診
60.8.16-60.8.31生まれの児 9月7日や，}()

13 :00-14:00 魚津保健所
60.9.1-60.9.15生まれの児 9月21日ヤ，}()

尿の検査があります。

心の健康相談 一般市民 9月13日(刈 13: 30-15:00 

機能訓練
脳卒中後遺症のある人

9月 1日(木)
10 : 00 -15 : 00 

魚津市健康

(リハビリテーション) 9月22日(木) センター
訓1*束は10:00-12:00

健 康 相 談 一般市民
9月29日休) 13 :00-15 :00 魚津市健康センター j設(Il圧礎カiW心l定号け、心ム電オ図l主、検す尿a 

9月13日(刈 10 : 00 -11 : 30 百 楽 荘

ツベルタリン反応 8か月児 9月7日(水)
13 : 30 -14 : 00 

魚津市健康

S.C.G予防接種 8か月児 9月9日幽 センター

胃がん検診 一般市民 9月 1日休) 魚津市健康センター

9月9日幽
魚津市民会館

9月14日(水)
8:45-10:00 料金 70歳以上

69歳以下700円
9月25日(日) 魚津市健康センター

子宮がん検診 一般市民 9月 1日(ホ) 魚津市健康センタ戸 料金

9月9日倒
13:00-14:00 魚津市民会館

70歳以上無料

9月14日(木) 69歳以下700円

9月25日(日) 魚津市健康センター

乳がん検診 一般市民 9月 1日休) 魚津市健康センター
料金

9月9日幽
13:00-14:00 魚津市民会館 70歳以上 無料

9月14日(水)

9月25日(日) 魚津市健康センター
69歳以下1，100円

。がん検診希望者は、実施日 10日前まで魚津市健康センターへお申込みください。予定数に達したら締切ります。



O
中
央
通
り

2
1
2
l
m
m

o
西
沢
ナ
ツ
子
ち
ゃ
ん

O
昭
和
臼
年
4
月
比
日
生
(
長
女
)

〈
マ
マ
の
一
言
〉

た
く
ま
し
い
女
の
子
に
な
っ
て
は

l
レ
い
。保

健
看
護
教
室

マ
第

6
回

9
月
6
日
(
月
)

実
技
「
呼
吸
が
止
ま
っ
た
ら
」

「
出
血

・
骨
折
の
手
当
」

マ
第

7
回

9
月
日
日
(
月
)

「
体
の
不
自
由
な
人
に
学
ぶ
」

マ
時
間
日
時
ぬ
分

1
日
時
犯
分

マ
開
催
場
所

・
問
合
わ
せ
先

魚
津
保
健
所
宮
M
|
O
3
5
9

昭和63年 9月(15) 

街頭献血に
ご協力を/
とき/9月17日(土)
午前10時~
午後3時30分

ところ/

魚津市

サンプラザ前

広報うおづ

イ主 と き と ー ろ と き と ー ろー 』

民
9月 2日幽 9:30-11 :30 経団公民館 9月20日(刈 9:30-11 :00 村 木 ~、 民 館⑧

検
9月2日幽 13 : 15 -15 : 00 経団公民館 9月20日(刈 13: 15 -15 : 00 経 回 ~ 民 官官

9月7日(水.) 9 : 30 -11 : 00 江口多目的研修センター 9月21日(水) 9:30-11 :30 大 町 ~ 民 館⑧
き回今タ
9月7日(水:) 13 : 15 -15 : 00 経団漁協 9月21日(水) 13 : 15 -15 : 00 大 町 公 民 館⑧，..旬、

結 9月9日幽 9:30-11 :30 経団公民館 9月27日(刈 9:30-11:30 魚 j章 漁 協⑧

核
9月9日幽 13 : 15 -15 : 00 経団公民館 9月27日(刈 13: 00 -15 : 00 色 j宰 漁、 協⑧

と
9月13EI (火) 9 : 30 -11 : 30 村木公民館⑧ 9月28日(水) 9 : 30 -11 : 30 魚 j章 漁 協⑧

9月13日(刈 13: 15 -15 : 00 村木公民館⑧ 9月28日(水) 13 : 00 -15 : 00 色 i章 漁 協⑧
成 9月16日幽 9:30-11 :30 日カ厚生会館⑧ 9月30日幽 9:30-11:30 大 町 ~ 民 館⑧
人 9月16日幽 13 : 15 -15 : 00 日 カ厚生会館⑧ 9月30日幽 13:00-15 :00 大 町 公 民 館⑧
病
⑧ は成人病検診があります。受診票と健康手帳を持参してください。健診の案内が届いた方で、職場やその他で、.._，;

健診を受けている方は、魚津市健康センターまでご連絡ください。(宮⑮3999)
し一一一一

内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
-第 1期=3回接種 13 : 30-14 : 00 魚津市健康センター • i本温は自宅て'計ってきてください。
… 第1回目 第2回目 第3回目 該当地区 -母子健康手帳、印かんを持参くだ

予 9月実施日現在で、
村木、大町、本江 さい。

百日せき 2歳児。(3歳児で、 9月 10月 11月 住吉、上野方、 ※接種できない幼児

防 まだ接種の終了して
2日働 4日(火) 4日倒

上中島
①発熱、または心臓、じん臓、肝臓疾

ジフテリア 患などのために治療している幼児。

いない幼児も含む。) 9月 10月 11月
道下、加積、経団 ②綾極前、l年以内に、けし、れんの症

接 破 傷 風 -第2期=1回のみ接種 6日(刈 7日倒 8日(:た)
片員、西布施、 状を起こしたことのある幼児。

天神、松倉 ③過去において、この予防接種によ
(三種混合) 第 1期を 2回-3回 1)、副反応を起こしたことのある

種 接種後 1年以上を経 11月 受けなかった 幼児。

30日制 全地区の方
④その他、接種を行うことが不適当

過した 3歳児。 と認められた幼児。

が
笹
屋
局
園

。
が
ん
検
診
、
す
こ
や
か
な
社
会
の
合
い
ニ
と
ぱ
。

魚
津
市
は
、
昭
和
白
年
以
来
が
ん
が
死
因
の
ト

ッ
プ
を
占

め
て
い
ま
す
。

が
ん
の
中
で
も
一
番
多
い
の
は
胃
が
ん
で
す
。

富
山
県
の
胃
が
ん
死
亡
率
は
、
全
国
的
に
み
て
女
性

1
位、

男
性

2
位
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
魚
津
市
は
高
位
を
占
め
て

い
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見

・
早
期
治
療
で
治
る
病
気
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

今
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。

今
ま
で
に
あ
ま
り
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
も
、

会
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
1
9
月
初
日

こ
の
機

結
核
予
防
通
園

砂
ま
だ
ま
だ
-
-
わ
い
結
核
。

結
核
は
少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
伝
染
病
と

し
て
予
防
対
策
を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
で
は
結
核
住
民
検
診
と
し
て
、
各
地
区
を
巡
回
し
て
い

ま
す
が
、
健
康
に
自
信
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
、
検
診

を
受
け
て
健
康
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

結
核
検
診
結
果

公
民
館
な
ど
の
会
場
で

結
核
検
診
(
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
)
を
受
け
た
方

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
異
常
な
し
」
の
場
合

は
、
結
果
通
知
を
し
て
い

ま
せ
ん
。

5
月
白
日
か
ら

6
月
幻

日
ま
で
に
検
診
を
受
け
た

方
で
連
絡
の
な
か
っ
た
方

は
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

9
月

m日
1
9
月
初
日

新
し
く
犬
を
飼
、
っ
場
合
に

防

一
は
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

主

一
年
一
回
の
登
録
と
予
防
注
射

z，
一
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ど
一
ん
。
集
団
で
受
け
る
時
期
が

録

一
す
ぎ
ま
し
た
の
で
、
次
の
獣

登

一
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

〉

一
①
鈴
木
犬
猫
病
院
木
下
新

〈

一

①

小

松

美

好

住

吉

犬

一
①
高
島
獣
医
科
魚
津
病
院
江
口



ご
利
用
く
だ
さ
い
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f語1
険
物
取
扱
者
試
l験 :

〈〉
と
き
日
月
日
日
(
日

〈V
種
類
と
時
間

・
乙
種
第

4
類

9
時
初
分
j

U
時
初
分

・
甲

種

目

時

i
日
時
却
分

・
乙
種
第
1
類

・
2
類

・
3
類

・

5
類

・
6
類

い
ず
れ
も
日
時

1
日
時

〈V
受
験
願
書
受
付
時
間

叩
月
6
日
j

n
目

。
提
出
先

(
財
)
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
富

山
県
支
部
(
干
卿
富
山
市
西
田
地

方
町

2
l
u
l
l
富
山
県
防
災
セ

ン
タ
ー

2
階
)

8
0
7
6
4
⑪
5
5
6
5
 

又
は
最
寄
り
の
消
防
本
部
(
署
)

郵
送
の
と
き
は
「
簡
易
書
留
」
で
。

9月9日は「救急の日」
9月4日'"-10日は「救急医療週間」 市

政
情
報
テ
レ
フ
ォ
ン
・
サ
ー
ビ
ス

8
2
1
3
6
0
0
 

こ
の
期
間
は
、
救
急
医
霊
霧
へ
の
皆
さ
ん
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
に

設
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
{
丞
挺
や
職
場
、
ま
た
屋
外
で
の

正
し
い
救
急
処
置
や
救
急
業
務
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
た
め
、
次
の
と
お
り
行
事
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
救
急
医
療
等
に
関
す
る
展
示

と

き

9
月
9
日

と
こ
ろ
サ
ン
ブ
ラ
ザ
ー
階
正
面
入
口
(
右
側
通
路
)

内
谷
{
丞
挺
等
に
お
け
る
救
急
処
置
の
図
解
説
明
展
示

と
救
急
隊
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
実
技
指
導
な
ど

二
、
救
急
医
療
講
習
会

と

き

9
月
8
日
(
木
)
口
時

と
こ
ろ
魚
津
市
大
町
公
民
館

内
谷
乳
幼
児
の
日
常
生
活
で
起
き
る
疾
病
・施
設
内
・

外
に
お
け
る
ケ
ガ
、

病
気
等
の
応
急
手
当
。
心
肺

蘇
生
法
実
技
指
導
の
実
施

象
幼
稚
岡
教
諭
・保
育
園
保
母
・そ
の
他
一
般
参
加
者

対

号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信

用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て

9
月
末
固
ま
で
に
間
合
わ
せ
く
だ

支
」
い
。

約

μ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

図)

業

所
な宇佃

年
月
日
生

H青

式(書

郵

便

番

号

、

住

、A

n，

氏

カず

職

郵
便
番

性別 職 種 年齢 賃 金 地区 人員 資そ格の経他験

販売配達 20-35 
1i1'J 
本町 l 高卒、普免12.0-20.。

営業員 18-27 11.95-13.07 吉島 2 不問

男 調理士見習 18-40 13.0-15.。友道 3 不問

大型運転手 20-50 15.5-23.0 吉島 l 不問

検査工 18-40 10.0-12.。江口 3 不問

事務員 18-30 10.85-11. 35 小川寺 l 簿に記明る・経い理人

宅配配達員 不問 10.0-12.5 友栄町 2 普免

女 雑 f生 30-50 10.2 北鬼江 2 不問

めん類製造工 25-50 10.0-11.25 宮津 2 不問

結束工 50歳以下 9.5 大光寺 2 不問

く求人情報〉求めています.グ

※くわしくは、魚津公共職業安定所(ft24-0365)へお問い合わせください。
求人テレフォン・サービス ft24一回41 男子=月・火・水・木 女子=金・土・日

箸
察
官
(
B
)
・
婦
人
警
察
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

。
間
合
わ
せ
先
魚
津
警
察
署

宮

@
1
3
3
3

。
申
込
み
受
付
期
間

9
月
2
日
i

9
月

n日

。
第
一
次
試
験
問
月
お
日
(
日
)

。
会
場
県
立
富
山
東
高
等
学
校

。
受
験
資
格

・
警
察
官

(
B
)

昭
和
初
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子
(
大
学
卒
業
者
及
び
卒

業
見
込
者
は
除
き
ま
す
。)

・
婦
人
警
察
官

昭
和
泊
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
女
子

(約33センチメートル)

密
航
者
の
発
見
に

ご
協
力
を
/

警
察
で
は
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
伴
う
「
テ
ロ

・
ゲ
リ
ラ
」

な
ど
の
各
種
妨
害
事
案
防
止
の
た
め

日
夜
警
戒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
や
し
い
船
」

・
「
あ
や
し
い
人
」

を
見
た
り
、
聞
い
た
り
さ
れ
た
と
き

は
、
最
寄
り
の
派
出
所

・
駐
在
所
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。



農
地
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す

農
地
を
目
的
外
の
住
宅
や
工
場
な

ど
の
建
物
敷
地
、
資
材
置
場
、
駐
車

場
、
道
路
、
山
林
な
ど
に
使
用
す
る

と
き
は
許
可
が
必
要
で
す
。

こ
の
転
用
に
は
、
農
地
の
所
有
者

自
ら
が
転
用
す
る
場
合
と
所
有
者
か

ら
買
い
又
は
借
り
て
転
用
す
る
場
合

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の

場
合
も
同
一
事
業
の
た
め
に
転
用
す

る
面
積
に
よ
り
次
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
と
き
》

農
業
委
員
会
へ
許
可
申
請
書
を
提

出
し
て
知
事
の
許
可
を
受
け
る
。

《

2
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
と
き
》

県
知
事
に
許
可
申
請
書
を
提
出
し

昭和63年 9月広報うおづ(17) 

ご
利
用
く
だ
さ
い

て
農
林
水
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
。

こ
の
手
続
き
を
経
な
い
で
無
断
転

用
し
た
と
き
は
、
知
事
が
工
事
を
中

止
さ
せ
、
も
と
の
農
地
に
復
元
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
最
高

3
年
以
下
の
徴
役
、
間
万
円
以
下
の

罰
金
と
い
う
厳
し
い
罰
則
規
定
が
あ

り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
9
月〉

点
検
は

2
年
に
一
度
。
皆
さ
ん
の

地
区
に
廻
っ
て
来
た
と
き
は
、
ぜ
ひ

点
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(
今
月

か
ら
第
8
回
目
の
サ
イ
ク
ル
に
入
り

ま
す
。)

実
施
地
域
:・
松
倉
地
区

・
西
布
施

地
区
。
点
検
に
は
県
L
P
G
協
会
魚

津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
宮
@
5
3
4
0

叩
月
1
日
に
住
宅
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

¢昭和63年住宅統計調査

日
月
1
日
に
は
、
全
国
一
斉
に
住
宅
統
計
調
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
。
住
宅
の
国
勢
調
査
。

と
も
い
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅

の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県

・
市

の
住
宅
建
設
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
の
立
案
の
た
め

の
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、

9
月
お
日
か
ら

知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
し
た
事
項
は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け

に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

間
合
わ
せ
先
市
総
務
課
行
政
係

合
②
2
2
0
0

内
線
2
2
1

昭
和
白
年
度

海
上
保
安
軌
学
械
学
生
募
集

。
受
付
期
間

9
月
日
日

i
初
日

口
受
験
資
格
昭
和

ω年
4
月
2
日

(
大
学
校
学
生
は
昭
和
必
年
4

月
2
日
)
以
降
に
生
ま
れ
た
者

で
高
等
学
校
卒
業
者
又
は
臼
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
。
高
等

専
門
学
校
生
に
お
い
て
は

3
学

年
修
了
者
又
は
似
年
3
月
修
了

見
込
み
の
者
若
し
く
は
人
事
院

が
高
校
卒
葉
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者
。

。
採
用
予
定

・
大
学
校
学
生
約
印
名

・
学

校

学

生

水

路

約

同
名

灯

台

約

お

名

通

信

約

同

名

納税措イド
昭和63年度国民健康保険税第2

期分納期限は9月30日です。

航
海

・
機
関

・
主
計

約

ω名

。
試
験
日

学生校学 学生校大寸ム比ー

11 11 
月 1月 第

13 1312 l 
日 日日 次
(日) (日)出

1 1 1 64 
月月 月年 第

10 9 9 2 
日日 日

次
(刈(月)(日)

。
試
験
地

第

1
次
|
金
沢
市

・
新
潟
市
ほ
か

第
2
次
|
新
潟
市

・
舞
鶴
市
ほ
か

。
間
合
わ
せ
先

干

m
l
m

高
岡
市
伏
木

錦
町
日
|
日

伏
木
海
上
保
安
部

2
0
7
6
6
 

』

水
族
館
で
募
集
し
て
い
た
赤
ち

ゃ
ん
の
愛
称
は
、

2
、
9
7
2
通
の

応
募
か
ら
「
ラ
ミ

l
」
と
決
ま
り

ま
し
た
。

た

マ
魚
津
市
社
会
福
祉
基
金
と
し
て

O
魚
津
市
湯
上
一

、
二
二

O

二

万

円

上

楽

忍

氏

。
魚
津
市
中
央
通
り
ニ
1

ニ1
ニ九

一
O
万

円

倉

元

啓

一

氏

。
魚
津
市
経
団
西
町
一
回
l

一七

五

万

円

木

下

明

氏

。
魚
津
市
鴨
川
町
二
l

七

三
O
万

円

赤

祖

父

き

く

枝

氏

10，000円

100，000円

30，000円

5，000円

100，000円

50，000円

50，000円

100，000円

50，000円

5，392円

30，000円

300，000円

10，000円

50，000円

20，000円

10 ，622円

10 ，000円

5，000円

5，000円

100，000円

10，000円

100，000円
3，000円

50，000円

10，000円

33，290円

5，000円

5，000円

法華経修行道場

沢田ちゃ平伝寺

高縁節子金山谷

大野征雄本町一丁目

小林勝久新宿

高慶孝信富津

友井せき文化町

山口松之助 大光寺

奥平拓洋新角川一丁目

上口保育園

蒲地伸太郎新金屋二丁目

高木初江三ケ

久津谷正子本江新町

住吉久夫新金屋一丁目

金太郎温泉天神町'新

チャリティ金太郎温泉 11 

石崎七郎本町二丁目

野村幸男立石

魚津市農業協同組合

魚津清掃公社 広瀬敏雄

友田道治新角川二丁目

放黒崎静枝友道

梅田 聡文化町

高島 勝三ケ

吉野百合子大光寺

常楽 倍宮津

(却魚津鋲金吉島

有沢武雄本町二丁目

キ
ャ
プ
テ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
(
テ
レ
ビ
画
面
案
内
)
|

市
役
所
ロ
ビ

I
・
水
族
館
無
料
休
憩
所
|

魚津善意銀行へのご寄付
(8月10日受付分まで) く敬称略〉
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経由小学校，

松倉保育園

のお友だち

@
底
窃

鶴子

広報うおづ昭和63年 9月

和
田
小
学
校
と
の
交
流
会

長
野
県
の
和
田
小
学
校
と
交
流
を

続
け
て
い
る
経
団
小
学
校
で
は
、

7

月
末
に
長
野
県
和
田
村
を
訪
問
、

8

月

2
日、

3
日
に
は
和
田
小
学
校
か

ら
印
名
が
経
団
を
訪
れ
ま
し
た
。

歓
迎
会
の
あ
と
石
田
浜
で
海
水
浴

「
が
ん
ば
れ

ち
び
っ
ニ
う
ん
ど
う
か
い
」

園

か
な
い
わ
あ
つ
し
く
ん

(
5歳
)

~ 
同保居松

を
楽
し
み
、
夜
は
体
育
館
で
歌
や
踊

り
の
交
歓
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
翌
日
は
、
早
朝
か
ら
経
団
漁
協

で
魚
の
セ
リ
売
り
を
見
学
し
、
魚
釣

り
に
挑
戦
し
た
あ
と
水
族
館
を
見
て

畳
す
ぎ
パ
ス
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

相
互
訪
問
で
す
っ
か
り
仲
良
く
な

っ
た
子
供
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
変

わ
ら
ぬ
友
情
を
誓

い
合
い
ま
し
た
。

「
ひ
ま
わ
り
」

も
り
き
よ
ひ
こ
く
ん
(
5歳
) 記念品贈呈

カブト虫です

<9月の行事〉

編 o敬老の日プレゼントづくり
集 ! 9日働問(日)

:.t::--l 13日(刈 ・14日ヤj()
，三 {o料理クラブ(会員募集グ)
耶ミ ~ 11日([1)

え j
て !※詳しいことは センターまで。 : 

酔 .... 

スイカ割り

見事/?…ハズレ

こばと児童

埋めちゃえ

合 24-2402tb 

魚 市場見学

一 大きいなあー

不
順
な
天
候
の
続
い
た
夏
も
終
わ

り
、
心
な
し
か
残
暑
の
中
に
も
涼
風

を
感
じ
る
よ
う
で
す
。

秋
来
ぬ
と

目
に
は
さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も

風
の
音
に
ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る

い
は
し
え
ぴ
と

古
人
は
、

季
節
の
推
移
に
実
に
敏

感
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

い
よ
い
よ
文
化

・
読
書

・
ス
ポ
ー

ツ
、
そ
し
て
馬
肥
ゆ
る
食
欲
の
季
節

で
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
や
話
題
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

g
n
|
2
2
0
0
内
線
問

印刷/魚津印刷株式会社

E置盟国-
人{前月対比)

人口(男)23，883( -2) 

(女)25，890(ー35)

計 49，773(ー37)

世帯数 13，788世帯

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室

(7月末現在)


